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東日本大震災で被害を受けた
公共図書館等への支援の動向
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東日本大震災から5年が経とうとしている。この間、
被災地の図書館に対して外国からのものも含め、多く
の支援が行われたが、今回の震災は被災範囲が広く、
被害も甚大で多様であったことから、被災した図書館
に対して行われた支援の全貌をつかむことは非常に困
難である。本稿では、公共図書館に対してどのような
支援が行われたかについてでき得る範囲で概観する。

1．どのような支援が行なわれたか
（1）落下した資料の整理
地震発生直後、多くの図書館では書架からの資料の

落下、建物本体の亀裂、照明等の設備の落下などがあっ
た。建物については応急危険度判定が行われて「危険」
と判定された名取市図書館（宮城県）（1）などの例もあ
る。津波による被害を受けた図書館は、建物自体が流
失した南三陸町図書館（宮城県）を始め、6 館が報告
されている。
こうした大規模災害が発生した場合、ほとんどの自

治体職員は災害対応業務を行うことになり、図書館業
務に人員を割けないため、図書館の復旧はどうしても
後回しになる。図書館自体が自然発生的に避難所とな
り、避難所運営業務に携わることになった石巻市図書
館（宮城県）や併設施設が指定避難所であった大船渡
市立図書館（岩手県）、東松島市図書館（宮城県）の
例もある。
こうしたなかで、落下した図書館資料を書架に戻す

作業は、災害対応業務の合間をぬって自治体の他部署
職員の応援により行われた例、災害対応業務につかな
い非常勤職員や臨時職員、また図書館業務の受託業者
職員によって行われた例（2）や指定管理者の社員によっ
て行われた潮来市立図書館（茨城県）の例（3）などがあ
る。近隣自治体の図書館職員によって作業が行われた
例もあったと聞く。公共図書館ではないが、東北大学
図書館では、学生ボランティアにより資料の書架への
再配架が行われた（CA1795 参照）（4）。
建物が「危険」と判定された名取市図書館（宮城県）

の 2 階に置かれていた資料を搬出する作業を、石狩市
や北広島市（ともに北海道）の図書館職員が支援した
事例もある（5）。

（2）移動図書館による支援
津波により移動図書館車が損壊して使用できなく

なった気仙沼市（宮城県）へ三島市（静岡県）の移動
図書館車「ジンタ号」が寄贈されたのを始め、気仙沼
市へは、こども環境フォーラム、日本ユネスコ協会連
盟などから移動図書館車が寄贈され、活動をした（6）。
この他にも、岩見沢市（北海道）から名取市（宮

城県）（7）、 東近江市（滋賀県）から陸前高田市（岩手 
県）（8）、角田市（宮城県）から南三陸町（宮城県）（9）へ
移動図書館車が寄贈された例があるほか、熊本市（熊
本県）から東松島市（宮城県）（10）へ移動図書館車が無
償貸与された例がある。しかし移動図書館車の寄贈
は、積載する資料の継続的確保、メンテナンス費用
の調達、運転手の確保など課題が多く、成立しなかっ
た事例も多い（11）。
移動図書館車の寄贈の他に、シャンティ国際ボラン

ティア会は「走れ東北！移動図書館プロジェクト」を
早くから開始、岩手・宮城・福島の各県で移動図書館
による支援活動を継続している（12）。その他、凸版印
刷株式会社の「ブックワゴン」（2012 年 12 月まで運 
行）（13）、一般社団法人日本国際児童図書評議会（JBBY）
などによる「子どもたちへ＜あしたの本＞プロジェク
ト」（14）の「図書館バス」（2015 年 12 月 28 日まで運行）（15）

などが被災地で活動を行った。
岩手県では、滝沢村（現在滝沢市）が震災から約 1

か月後の 2011 年 4 月から山田町に、5 月から大槌町
に、移動図書館車「かっこう号」を運行させ、8 月ま
で避難所 6 か所を訪問、出張貸出しを行った（16）。そ
の後を引き継いで、12 月まで北上市立中央図書館が
山田町、花巻市立花巻図書館が大槌町で移動図書館車
の運行を行った。その他、野田村では、久慈市立図書
館が 2011 年 7 月から 2012 年 3 月まで、洋野町立種市
図書館が 2011 年 7 月から 11 月まで移動図書館車を運
行させた（17）。

2．本を送る（贈る）ことについて
（1）本の支援
震災発生直後から子どもたちに絵本を中心とした本

を送る支援に多くの団体や個人が取り組んだ。末盛
千枝子氏による「3.11 絵本プロジェクトいわて」（18）、
日本ユニセフ協会による「ちっちゃな図書館」プロジェ
クト（E1161 参照）（19）、非営利組織 ap bank による「贈
る図書館」プロジェクト（20）（21）、JBBY などによる「子
どもたちへ < あしたの本 > プロジェクト」など枚挙
にいとまがない。

（2）図書館設置支援
本を送るだけでなく、主として子どもを対象とした＊日本図書館協会東日本大震災対策委員会
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図書館もいくつか設置された（E1248 参照）。陸前高
田市（岩手県）には「ちいさいおうち」（運営：うれ
し野こども図書室）、「にじのライブラリー」（運営：
子どもたちへ＜あしたの本＞プロジェクト、＜大震災＞
出版対策本部）、女川町（宮城県）には「女川ちゃっ
こい絵本館」（日本ユニセフ協会）（22）が設置されたほ
か、大槌町（岩手県）ではシャンティ国際ボランティ
ア会による「いわての置き本」プロジェクトが実施さ
れた（23）。また、一般社団法人みんなのとしょかんに
よる「みんなのとしょかん」が被災地に 14 館つくら
れている（24）。

震災により建物が使えなくなった名取市（宮城県）
では、日本ユニセフ協会、東海大学「3.11 生活復興支
援プロジェクト」などの支援により子ども図書館「ど
んぐり子ども図書室」が設置された（E1248 参照）（25）。
東松島市（宮城県）は、全国から寄贈された図書を

利用して市内 10 か所の仮設住宅などに「小さな図書
館」を設置している（26）。

（3）被災地における本のニーズ
ある人が欲しいと思う本、読みたいと思う本をその

人に渡すことが非常に難しく、支援と受援のミスマッ
チが最も起こりやすい支援のひとつに「本」の寄贈が
ある。阪神淡路大震災の教訓のひとつとして被災地に
むやみに本を送るべきではないとの指摘があった（27）。
日本図書館協会へも、一般の市民から図書館まで、様々
な個人・団体から本を送りたいので送り先を紹介して
欲しいなどの相談が大変多くあったが、ミスマッチが
最も起こりやすい支援であること、被災地では送られ
た本の仕分けなどを行う人手が極端に不足しているこ
と、図書館で活用するためには分類をはじめとする目
録作成、ラベル等の装備などの準備が必要なことなど、
本を送ることの弊害について説明を行い、原則として
送り先の紹介はしなかった。
東松島市図書館（当時）の加藤孔敬氏は、「本の受

入パターン」を整理するとともに、被災地における本
のニーズについて時系列に沿って整理している（28）（29）。
また、saveMLAK（博物館・美術館（M）、図書館

（L）、文書館（A）、公民館（K）（M ＋ L ＋ A ＋ K
＝ MLAK）の被災・救援情報サイト）（30）のサイトで 
2012 年 1 月 17 日、有志による「本を送りません宣言」
（仮称）が公表された。その中に「それでも『本を送る』
際の目安 10 ヶ条」を掲載している（31）。

（4）本を送る（贈る）ための仲介組織
今回の震災で大量の本が被災地に送られたが、送る

前に送り先と調整しようとした取組がいくつかあっ
た。

遠野市（岩手県）の遠野文化研究センターは「三陸
文化復興プロジェクト」を立ち上げ、本を送りたい人
と必要とする人とを仲介する組織としての役割を果
たした（E1210 参照）（32）。約 28 万冊を集めた活動は
2014 年度で終了しており、最終的に残った本約 7 万
5,000 冊（33）のうち約 4 万冊は、河沼郡会津坂下町（福
島県）に設立された「ふくしま本の森図書館」（34）で活
用されている。
立川市図書館（東京都）は、石巻市図書館（宮城県）

に送る絵本を市民から募るために橋渡しの役割を果た
した（35）。送る本の数が少ない場合の取組として今後
も活かせると思われる。
また、陸前高田市と株式会社バリューブックスによ

る「陸前高田市図書館ゆめプロジェクト」は、本を送
りたい人がバリューブックス社に本を送り、その売却
代金を陸前高田市の図書館などの再建に充てる仕組み
である（E1515 参照）（36）。

（5）本や支援物資を送るためのシステム
文部科学省は、「東日本大震災子どもの学び支援ポー

タルサイト」（2011 年 4 月 1 日開設、2012 年 5 月 11
日終了）を立ち上げた（37）。このサイトは、支援を必
要とする人が必要な支援を掲載するとともに、支援を
提供したい人が提供できる支援を登録することによ
り、被災地域での支援が円滑に行われることを目指し
たものである（38）。掲載された内容の多くは学校に関
わるもので、図書館では活用しにくかったが、非常時
には図書館でも活用できるシステムと思われる。図書
館など社会教育機関も活用できるよう対象別の仕組み
が構築されることを望みたい。
アマゾンジャパン株式会社では、既存の「ほしい物

リスト」サービスが震災時に活用され、約 7,000 か所
以上の避難所、学校、非営利団体等に支援物資を送り
届けたと報告されている（39）。図書館でも活用された
との報告がある（E1200 参照）。
徳島県は、大規模災害の発生時に必要となる物資の

情報の公開、物資の迅速かつ的確な調達を目的とし「災
害発生時における支援に関する協定」をアマゾンジャ
パン社と結んだ（40）。

本や支援物資を送るためのシステムとして「『花
キューピット』（41）の本屋版ができれば」との指摘（42）

もある。「花キューピット」は、贈り主が近くの花
キューピット加盟花店に注文すると、届け先近くの加
盟花店が花を届ける仕組みで、全国約 4,300 の花店が
加盟している（43）。

3．海外からの支援
海外からの支援については、把握できている情報は



カレントアウェアネス　NO.327（2016.3）

16

あまり多くない（44）。
陸前高田市立図書館（岩手県）に対して、在日イタ

リア人による支援組織「ITALIANS FOR TOHOKU」
（東北復興のためのイタリア人会）より、移動図書館
用のマイクロバス 1 台が 2012 年 6 月に寄贈され、7
月 11 日から運行が開始された（E1328 参照）（45）。

また、2013 年 1 月、南三陸町（宮城県）ではオー
ストラリア・ニュージーランド銀行の支援により、「南
三陸町オーストラリア友好学習館（コアラ館）」が建
設された（E1403 参照）（46）。現在、仮設の南三陸町図
書館はコアラ館内に設置されている。
2013 年 1 月、名取市（宮城県）では、「どんぐり・

アンみんなの図書室」が、カナダ連邦政府、カナダブ
リティッシュ・コロンビア州政府、カナダアルバー
タ州政府、カナダ林産業界団体の支援で建設された
（E1403 参照）（47）。

全村が避難をしている飯舘村（福島県）では、移動
図書館車「こあら号」が、豪日交流基金、オーストラ
リアクィーンズランド州アイロンサイド高校の支援
により寄贈され、2013 年 2 月から運行を行っている
（E1403 参照）（48）。

また、2014 年 9 月、日本図書館協会に、米国図書
館協会（ALA）から震災復興のため 5,000 ドルの寄附
があった。陸前高田市立図書館（岩手県）再開のため
の支援費用として使っている。

4．日本図書館協会東日本大震災対策委員会の支援活
動
日本図書館協会では、震災発生から 1 週間後の

2011 年 3 月 18 日に東日本大震災対策委員会が設置さ
れ活動を開始した。ここでは、主な活動について報告
をする（49）。

著作権法では認められていない著作物の公衆送信を
被災地への送信に限り認める協力要請を関係 28 団体
に対して行った（E1161 参照）（50）（51）。これに呼応して
国立国会図書館をはじめとする都道府県立図書館がレ
ファレンスに応える旨をウェブサイトなどから発信し
たが、公衆送信の利用は少なかった（52）（53）。
4 月には、要望書「東日本大震災により被災した図

書館の復旧、復興のための施策について」を文部科学
省や当時の政権与党であった民主党に提出した（54）。

4 月、5 月には気仙沼市（宮城県）で絵本の読み聞
かせなどの直接支援を行ったが、6 月以降は、直接支
援から情報整理・発信、連絡調整、支援の仲介などを
中心とする支援に切り替えた。日本図書館協会の役割
について、再検討を行った結果である。
7 月 13 日には「東日本大震災に関する図書館支援

窓口」を開設、支援を受けたい図書館などの機関の

みならず、ボランティア希望者も登録でき、日本図
書館協会が調整を行うウェブサイトをめざした。ボ
ランティアに登録した人は約 100 人いたが、支援
要請はなかった。同じような仕組みを構築していた
saveMLAK（55）など別の機関との協力を志向すべきで
あった。
被災地の図書館で購読している新聞の欠号補充のた

めに日本新聞協会へ協力を依頼した。また、全国各地
に避難を余儀なくされた福島県の人々が避難先でも福
島県の情報を得ることができるよう福島県の地方紙で
ある『福島民報』『福島民友』を全国の公共図書館 50
館へ寄贈したり（2012 年 3 月分まで）、陸前高田市（岩
手県）で津波被害にあった地域資料について岩手県立
図書館や、いわて高等教育コンソーシアムによる「き
ずなプロジェクト」などと協力して救済したりするな
ど、資料に関する支援を行った。また、フィルムコー
ティング講習会、製本・修理講習会などを被災地の県
立図書館と協力しながら図書館の求めに応じて行っ
た。
被災地の県立図書館との「情報交換会」、図書館や

読書に関連する支援を行っている団体や機関との「支
援情報交換会」を現在まで継続して行っている。
また、震災と図書館に関わる研修や集会などで配布

された資料の収集も行っている。現在は、それらの資
料に加えて、支援活動を行ってきた団体の記録につい
ても収集を呼びかけている（56）（57）。
その他、被災地の図書館をめぐるツアーの開催や、

学校図書館の再開支援（58）（59）（60）のほか、被災した図書
館の写真を展示するために全国の図書館、市民団体な
どへ貸出す（61）など種々の取組を行っている。

5．支援協定
震災時には、災害協定や姉妹都市提携などに基づく

支援が行われたが、震災後に結ばれた図書館に関わる
支援協定を紹介する。

（1）関東地区公共図書館協議会の申し合わせ
2012 年 3 月 9 日、関東地区公共図書館協議会は、「大

規模災害時における都県立図書館相互の応援に関する
申合せ」を決議した（E1302 参照）（62）（63）。これは、協
議会に参加する 11 の都県立図書館が大規模災害時に
相互に支援を行うことを申し合わせたものであり、広
域にわたる図書館の申し合わせとしては初めてのもの
と思われる。

（2）岩手県
2012 年 11月、岩手県では「岩手県公共・大学・専門

図書館等連絡協議会の加盟館相互の応援について」（64）
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を制定した。災害時に応援体制を円滑に構築できるよ
う、取りまとめを行ったものである（65）（66）。

6．今後の課題
（1）県域を越えた調整のための仲介組織
今回の震災で被災地の県立図書館が果たした役割は

大きい。被災した図書館の情報をとりまとめて発信し
たほか、市町村立図書館からの支援要請をとりまとめ、
支援団体に引き継ぐなどの役割を果たした。県立図書
館のあり方を再考する機会ともなった。
一方で、日本図書館協会などが果たすべきであった

と考えられる県域を越えた調整を、特に初期段階で
行った機関がなかった（67）。「災害時における…（中略）
…機能をあらかじめ規定し、社会的に共有していく必
要がある」との宮城県図書館（当時）の熊谷慎一郎氏
の指摘は重要である（68）（69）。調整機能がうまく働かな
かった結果、「支援『情報』に関しても情報過多とも
いえる状況にあり、情報の受取窓口の整備不足などか
ら、被災地にとって業務の煩雑さを招くような事例も
あった。」と福島県立図書館の吉田和紀氏は指摘して
いる（70）。今後の大きな課題である。

情報を共有し、状況に応じた支援を行うための仕組
みを構築することが課題である。例えば、今回の震災
で文部科学省が立ち上げた「東日本大震災子どもの学
び支援ポータルサイト」の図書館版を文科省や日本図
書館協会が立ち上げ、被災地の図書館が支援を要請す
る窓口システムを構築することなどが対策として考え
られる。こうした仕組みを構築できれば、支援・受援
窓口となるウェブサイトの一本化も可能となるのでは
ないか。

（2）司書の派遣
今回の震災では、全国の自治体から被災地に職員が

派遣されたが、それは「ほとんど職務に関係なく、ロー
テーションで被災地に派遣」「専門的な業務を知らな
い自治体職員が、一般ボランティアレベルで、職務の
専門性を活かせない形で派遣」されたものであったと
長坂俊成氏は指摘している（71）。
文科省初等中等教育局からは、2011 年 3 月 22 日付

で各都道府県教育委員会宛てに「東北地方太平洋沖地
震の被害に伴う人的協力について（依頼）」という文
書が出されているが、内容は学校教育を想定したもの
である（72）。
被災地の図書館では、専門知識・技術を持つ人材の

不足が言われ、震災直後には、「カウンターに座って
いてくれるだけでいいからベテラン司書の支援が欲し
い」と相談されたこともあった。また、現在では、図
書館の再開に向けた業務について「ノウハウを持った

司書を派遣してほしい」との要望も聞く。図書館の専
門家である司書を派遣する体制の確立も課題である。

（3）まとめ
被災地の図書館はようやく再開に向けて動き出した

ところである。福島県の原発事故により避難を余儀な
くされている自治体の図書館はまだ復旧すらできてい
ない。震災から 5 年がたつ 2016 年 3 月には、支援活
動を「終了」する団体、機関があるかもしれないが、
引き続き支援を継続する必要があると考える。
最後に、図書館への支援について、今後の参考にな

ると思われる記事を紹介したい。

①加藤孔敬. 東日本大震災と図書館 : 復旧・復興出来
たこと、出来なかったこと：挑戦・提案したいこと . 
図書館界 . 2012，64（2）, p. 82-89.

 ＊被災した市町村の現場という視点で、時系列で報
告をしている。また、実際に市民から求められた支
援を整理し、今後の課題を提示している。

②熊谷慎一郎. 東日本大震災と図書館 : 図書館を支援
するかたち. LRG. 2014, （6）, p. 8-54.

 ＊①の文献が、市町村の現場からの視点で書かれて
いるのに対し、市町村を支援する県立図書館の立場
から、支援のあり方、課題を提示している。

③松岡要. “ 図書館の事業継続計画（BCP）」をつくろ
う”. みんなで考える図書館の地震対策. 『みんなで
考える図書館の地震対策』編集チーム. 日本図書館
協会, 2012, p. 100-104.
＊本稿では触れることができなかったが、災害時で
あっても優先して行う自治体の業務をあらかじめ計
画しておく事業継続計画のなかに、図書館をどう位
置づけるかについて提案をしている。

④衛藤廣隆, 藤井広志, 船倉武夫. 大災害時における地
域の公共図書館の役割とその支援体制. 千葉科学大
学紀要. 2012, （5）, p. 35-54.

 https://cis.repo.nii.ac.jp/?action=pages_view_
main&active_action=repository_view_main_
item_detai l&item_id=89&item_no=1&page_
id=13&block_id=21, （参照 2016-01-05）.

 ＊阪神淡路大震災と東日本大震災の記録から抽出し
た 7 項目について、図書館関係者等へのアンケート
を実施。支援に関する問題を明らかにし、被災した
公共図書館を支援する体制の検討を行っている。
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